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研究成果の概要（和文）：トランスジェンダー当事者の医療アクセスに関する調査では484件の回答を得た。48
％の対象者が体調不良時に医療の利用をためらった経験を有していた。また医療現場でトランスジェンダーであ
ることゆえに様々な被差別体験を受けており、その後の医療アクセスを阻害していることが示された。
ゲイバイセクシュアル男性を対象とした調査では、22.8％が精神的な支えのために助けを求めた経験があり、そ
の経験は、自分の性的指向を自覚した時点でゲイバイセクシュアルの友人がいたこと、自分の性的指向をはっき
りと自覚するまで1年未満であったこと、家族に自分の性的指向をカミングアウトした経験が関連していた。

研究成果の概要（英文）：The survey targeting transgender received 484 responses; 48% of the 
participants had experienced hesitation in accessing health care when they were sick. The study also
 showed that transgender people experienced various experiences of discrimination in the medical 
field due to their sexuality, which subsequently hindered their access to medical care.
In a survey of gay bisexual men, 22.8% had sought help for emotional support, and their experiences 
were associated with having a gay/bisexual friend at the time they became aware of their sexual 
orientation, taking less than one year from questioning to becoming aware of their sexual 
orientation, and coming out to family members. 

研究分野： 健康行動学

キーワード： トランスジェンダー　LGBTQ　性別違和　医療アクセス　援助希求行動　ゲイバイセクシュアル男性　メ
ンタルヘルス

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
トランスジェンダー/性別違和当事者における医療アクセスに焦点を当てた国内の実態調査は非常に限られてい
る。400件を超す当事者からの回答を得て、体調不良時に医療サービスの利用を諦めた経験が48％に上ることを
示した。また当事者がより医療を使いやすくなるよう、医療従事者、医療現場に望むことも示すことが可能とな
った。結果は冊子にもまとめ、様々な医療保健従事者対象の研修会で活用している。
また、ゲイバイセクシュアル男性が、自身の性的指向を自認した時期に、セクシャリティに関する心配事につい
ての援助希求行動の実態も示し、必要な対策についての提言につなげることが可能となった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
日本でも性的少数者の可視化が進み、雇用や教育の場で彼らが生きやすい環境づくりに向け

た取り組みが行われている。しかし、日本では、海外と比べても医療現場での性的少数者に配慮
した対応の整備は格段に遅れている。性的少数者が抱える健康課題は数多くあるが、中でも、
HIV 感染症、A 型肝炎、HPV 感染症等の性感染症、メンタルヘルスが悪い状態は異性愛者と比
べて彼らに著しく高率に発生している。このような状況にもかかわらず、性的少数者は早期発見
のための検査、ワクチン接種の利用が低く、医療へのアクセスが遅れがちであること、また性的
少数者のグループ間にも予防サービスや医療へのアクセスに格差があることが明らかになりつ
つある。また、メンタルヘルスに関しては、メンタルヘルスクリニック受診や心理的サポートを
希求する行動も起こしづらいことが示されている。 
また、出生時の性別と性自認に不一致があり、男性と性交渉をするトランスジェンダーの HIV

感染の感染リスクはゲイ男性より高いことは明白なエビデンスとなっているが、彼らのニーズ
に即した性感染症の予防サービスは日本では全く整備されていない。トランスジェンダーは差
別偏見への恐れから医療サービス全般へのアクセスが悪いことが知られており、海外では、対応
が急速に進んでいるが、日本ではトランスジェンダーの医療へのアクセスの実態は明らかにな
っていない。トランスジェンダーを含めた性的少数者の医療アクセス改善に向けた対策が我が
国では非常に遅れており、早急に整備を進める必要がある。 
 
２．研究の目的 
日本全国のトランスジェンダー当事者を含む性的少数者の医療へのアクセスの実態、利用に

おける困難を明らかにすること。日本のゲイ・バイセクシュアル男性の性指向を辞任した時期に
おける援助希求行動と関連要因を明らかにすること。 
 
３．研究の方法 
以下の 2つの調査を実施した。 
1）TG GD 性別違和 性別不合当事者の調査 
自記式質問紙・オンライン調査により実施した。質問紙は、当事者、セクシャルマイノリティの
HIV 感染予防に関する質問紙調査の経験が豊富な 5名の研究者と協議を複数回行い策定した。調
査プロジェクトの関わるメンバーにより、主に SNS を通じて呼びかける形で回答を募った。 
 
2）ゲイ・バイセクシュアル男性を対象とした調査 
A 県において、LGBT が集まるイベントにおいて、横断調査を実施した。参加者は紙と鉛筆による
無記名の自己申告式アンケートに回答した。参加資格は、男性であること、20 歳以上であるこ
と、日本語の読み書きができることであった。研修を受けたスタッフが参加資格を説明し、参加
を呼びかけた。 
 
４．研究成果 
 
1）の調査について 
日本でもトランスジェンダー当事者を対象とした調査を実施し、484 件の有効回答を得た。これ
までに受けたことのある治療は、精神療法が、ホルモン療法が、手術療法が続いて多かった。治
療をやめた経験がある人は 20％近くであり、その理由は、金銭的な問題、精神的な問題、医療
者の対応も含まれた。 風邪、けが、体調不良時でも約半数が受診をためらった経験を有してい
ることが示され、医療機関受診への心理的障壁は高いことが示された。ホルモン剤の処方 やカ
ウンセリングのみならず、様々な診療科での受診、医療機関の入院時、職場での健康診断などの
場においても様々なストレスフルな体験を有していることが 示された。 
 対象者を MtF(N=153)、FtM(N=229)に限定し、これまでに体調不良時に受診をためらった経験、
医療機関受診時に嫌な体験をした経験の２つのアウトカムと、年代、セクシュアリティ、戸籍性
や戸籍名の変更経験、居住地、収入、ホルモン療法の経 験、手術療法の経験、ホルモン療法や
カウンセリング等の治療中断経験との関連を分析した。受診をためらった経験があることと手
術療法を経験していること、 治療中断経験があることに有意な関連があり、受診時に嫌な体験
をしたことと、戸籍性を変更していないこと、職業が非正規であること、治療中断経験があるこ
とに有意な関連が見られた。 
 より詳細に記述すると、診察をためらったことがある経験は、治療を中断した経験があること
と正の関連がみられ、調整済みオッズ比（95％CI）は 1.934(1.141～3.278)であった。ま た、受
診時の嫌な経験があることは、戸籍上の性別の変更の有無、手術治療の経験の有無、治療を中断
した経験の有無と関連が見られた。戸籍上の性別に関して は、戸籍の変更をしていないものの
方が、変更をしているものより嫌な経験をしており、調整済みオッズ比（95％CI）は 1.477(0.937
～2.327) であった。また、手術経験がないことは受診時の嫌な経験との正の関連がみられ、調



整済みオッズ比（95％CI）は 1.525(1.011～2.299)であった。トランスジェンダーに必要なホ ル
モン治療等の必要な治療を中断した経験があることも、受診時に嫌な経験をしたことと関連が
みられ、調整済みオッズ比（95％CI）は 2.083(1.223～3.546)で あった。  
 
性的少数者が医療機関受診時に配慮してほしいこととして「問診票に男女のみならずその他も
入れてほしい」「性別を何度も確認しないでほしい」「フルネームで呼ばないでほしい」「じろじ
ろ見ないでほしい」「呼ばれたい名前に配慮してほしい」といったニーズが挙げられているが、
これらは医療機関でも対応可能であること が示された。このようなニーズへ対応するためには、
医療職者は、必要となる配慮を知識として講義形式で知るのみならず、ロールプレイ等の演習を
行い、対応 スキルやコミュニケーションスキルを向上させる必要性も示された。 
 
2）の調査について 
合計 515 通の調査票を配布し、505 通を回収した（回収率 98.1％）。男性」かつ「ゲイ」また

は「バイセクシュアル」であると回答し、20 歳以上で、性的指向に関する悩みについて助けを
求めた経験について回答した 360 人（71.2％）を本研究の対象とした。 
平均年齢は 31.2 歳（SD =7.8）であった。質問から自分の性的指向に気づくまでの平均期間は
4.2 年（SD=4.2）であった。性的指向に関する悩みについて助けを求めた経験と関連する要因に
ついては、360 人の回答者のうち、22.8％（N=82）が性的指向に関する懸念について精神的なサ
ポートを求めるために助けを求めた経験があった。参加者は、助けを求めた経験の有無によって
2つのグループに分けられた。参加者の人口統計学的属性、予測因子、および精神的支えのため
に助けを求めた経験を表 1に示す。年齢（p=0.024）、職業（p=0.009）、性的指向を自覚していた
頃のゲイ／バイセクシュアルの友人の有無（p<0.001）、家族に性的指向をカミングアウトした経
験（p=0.018）は、性的健康に関する悩みについて誰かに相談した経験と関連していた。 
 性的指向に関する悩みについて助けを求めた相手 については、ゲイ・バイセクシュアル男性
が最も助けを求めたのは同性の友人（70.0％）、次いで異性の友人（25.0％）、母親（17.5％）、
インターネット（16.3％）。その他の相談者の利用率は 10％未満であった。性的指向に関する悩
みについて助けを求めた経験の関連因子については、多変量モデルを用いて検討した。その結果、
自分の性的指向を自覚したときにゲイ・バイセクシュアルの友人がいた人は、そうでない人に比
べて、性的指向に関する悩みについて精神的なサポートを求めた経験が高く（AOR, 12.13）、自
分の性的指向を自覚するまでに 1年未満かかった人は、5年以上かかった人に比べて高く（1年
以内：AOR, 2.48）、自分の性的指向について家族にカミングアウトしたことがある人は、そうで
ない人に比べて高かった（AOR, 1.77）。 
 
本研究の 1）－2）の成果については、愛知県内の K 市における中学校に勤務する教員、養護教
諭への講習会、T市の保健師、養護教諭、保健医療従事者を対象とする講習会、 HIV 予防に従事
するコミュニティヘルスワーカーが集まる全国会議において公表を行った。 
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